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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
舞
踏
会
の
瞳

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
３
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
西
崎
想

【
あ
ら
す
じ
】

　
目
の
見
え
な
い
少
年
、
俊
。

ミ
ミ
は
、
そ
の
俊
を
守
ろ
う
と
、
他
の
星
か
ら
や
っ
て
き
た
。

俊
は
い
じ
め
な
ど
か
ら
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
。

ミ
ミ
と
俊
は
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
魔
の
手
に
よ
っ
て
、

共
に
戦
い
の
世
界
に
身
を
投
じ
て
い
く
。
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星
の
言
葉
（
前
書
き
）

俊
を
、
守
っ
て
く
だ
さ
い
、
ミ
ミ

私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
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星
の
言
葉

　　
星
が
言
う
。

　
人
は
感
情
の
生
き
物

　
と
、

　
ま
た
、

　
星
は
言
う

　
生
き
な
さ
い
と
、

　
力
強
く
。

　
ミ
ミ
は
少
年
を
見
て
、
こ
う
思
う
、

　
か
わ
い
そ
う
…
…
目
が
見
え
な
い
な
ん
て
…
…
、

　
少
年
の
名
前
は
、
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俊
。

と
し

　
「
俊
、
学
校
に
は
…
…
行
か
な
い
の
…
…
？
」

　
俊
は
無
言
…
…
、

　
ミ
ミ
は
思
う
、

　
俊
…
…
外
で
、
み
ん
な
と
遊
ぶ
…
…
事
も
出
来
な
い
な
ん
て
…
…

　
「
俊
、
い
い
香
り
で
し
ょ
う
？
」

　
ミ
ミ
は
、
俊
に
、
香
水
を
嗅
が
せ
た
。

　
う
な
ず
く
、
俊
。

　
「
こ
れ
、
お
母
さ
ん
香
り
」

　
俊
は
言
う
。

　
「
そ
う
、
よ
く
わ
か
る
わ
ね
、
俊
」

　
ミ
ミ
は
嬉
し
い
。

　
俊
は
、
何
か
を
持
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
、
狙
う
や
つ
ら
が
い
る
…
…

　
そ
れ
ら
か
ら
、

　
私
が
、
守
る
。
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仮
面
舞
踏
会

　　
俊
は
目
が
見
え
な
い
代
わ
り
に
、
他
の
機
能
は
人
よ
り
発
達
し
て
い
た
。

　
ミ
ミ
は
彼
に
、
何
か
を
掴
ん
で
ほ
し
か
っ
た
。

　
ミ
ミ
は
、
違
う
星
か
ら
来
た
。

　
そ
し
て
、
ミ
ミ
と
一
緒
に
、
悪
い
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
と
い
う
や
つ
ら
も
、
や

っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
ミ
ミ
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
来
た
。

　
ミ
ミ
は
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
事
は
「
関
係
な
い
」
と
タ
カ
を
く
く
っ
て
い

た
。

　
し
か
し
…
…

　
「
俊
？
」

　
今
ま
で
い
て
た
、
俊
が
何
処
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
ミ
ミ
は
心
配
に
な
っ
た
。

　
外
は
危
な
い
。

　
ミ
ミ
が
俊
の
家
の
外
に
出
た
。

　
そ
の
時
だ
っ
た
。

　
空
間
が
歪
む
。
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こ
ん
な
経
験
は
、
今
ま
で
な
か
っ
た
。

　
困
惑
す
る
ミ
ミ
。

　　
目
を
開
け
る
と
、

　
そ
こ
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
。

　
仮
面
を
つ
け
て
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
人
た
ち
が
踊
っ
て
い
る
。

　
人
？

　
い
や
、

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
た
ち
だ
。

　
「
俊
！
」

　
ミ
ミ
は
俊
を
探
し
た
。

　
す
る
と
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
は
、
ミ
ミ
に
剣
で
、
突
き
刺
そ
う
と
し
た
。

　
キ
イ
ン
…
…
！

　
ミ
ミ
は
、
自
分
の
武
器
、
「
魔
法
の
杖
」
を
出
し
て
、
応
戦
。

　
「
俊
！
い
る
の
？
ど
こ
な
の
！
？
」
　

　
ミ
ミ
は
叫
ぶ
。

　
俊
は
、
ミ
ミ
に
駆
け
寄
っ
た
。
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「
ミ
ミ
！
」

　
「
俊
！
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

　
「
う
ん
…
…
で
も
、
こ
こ
、
ど
こ
な
の
？
」

　
俊
は
目
が
見
え
な
い
代
わ
り
に
、
空
気
の
流
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
な
に
？
こ
の
…
…
す
え
た
臭
い
」

　
「
す
え
た
？
」

　
「
う
ん
、
こ
ん
な
匂
い
初
め
て
嗅
い
だ
よ
」

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
が
、
ミ
ミ
か
ら
俊
を
奪
お
う
と
す
る
。

　
ミ
ミ
は
、
杖
で
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
を
刺
し
た
。

　
「
キ
フ
ァ
ア
…
…
！
」

　
そ
う
叫
ん
だ
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
は
、
破
裂
し
た
。

　
「
俊
！
こ
っ
ち
よ
！
」

　
俊
の
手
を
掴
ん
で
、
ミ
ミ
は
走
っ
た
。

　
そ
し
て
、

　
「
星
よ
、
輝
き
た
ま
え
！
」

　
杖
か
ら
、
何
か
の
気
流
が
生
じ
る
。

　
「
ア
ク
ア
・
サ
イ
ク
ロ
ン
！
」

　
幻
の
水
が
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
を
流
し
て
い
く
。

　
空
間
が
歪
ん
だ
。

　
「
俊
！
」
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そ
こ
は
、
俊
の
部
屋
。

　
俊
の
手
を
掴
ん
で
い
た
ミ
ミ
は
、
安
堵
の
た
め
息
を
吐
い
た
。

　　
「
も
う
、
大
丈
夫
よ
。
俊
」

　
「
う
ん
、
ミ
ミ
」
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俊
の
事

  
　
ミ
ミ
は
、
長
い
髪
、
赤
い
髪
。
背
は
１
５
５
?
く
ら
い
。

　
ミ
ミ
は
、
未
来
風
の
服
を
着
て
い
る
。

　
俊
は
、
１
４
歳
、
登
校
拒
否
の
傾
向
が
あ
る
。

　
ミ
ミ
が
聞
く
、

　　
「
俊
、
学
校
に
行
か
な
い
の
？
」

　
俊
は
、
黙
っ
て
う
な
ず
く
。

　　
「
友
達
…
…
心
配
し
て
る
よ
？
」

　
す
る
と
、
俊
は
、

　
「
友
達
な
ん
て
、
い
な
い
よ
」

　
「
俊
…
…
友
達
、
君
の
事
、
見
て
い
る
よ
？
」

　
「
僕
は
、
暗
闇
だ
か
ら
、
分
か
ん
な
い
」

　
「
そ
れ
で
も
、
君
の
事
、
見
て
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
よ
」

　
「
僕
は
、
学
校
に
い
る
と
き
、
い
じ
め
ら
れ
た
、
も
う
、
い
い
ん
だ
」

　
ミ
ミ
は
、
ど
う
言
え
ば
い
い
の
か
、
迷
う
。
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い
じ
め
。

　
そ
れ
は
、
優
し
い
俊
に
当
然
の
様
に
付
き
ま
と
う
、
試
練
だ
。

　
俊
は
、
優
し
い
あ
ま
り
、
他
の
子
よ
り
引
い
て
し
ま
う
、

　
そ
れ
が
、
泣
き
虫
の
俊
を
”
い
じ
め
”
と
言
う
、
他
人
か
ら
の
、
構
い
を
生

む
。

　
そ
う
し
て
、
俊
は
、
不
登
校
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
ミ
ミ
も
行
く
か
ら
、
一
緒
に
行
く
か
ら
、
…
…
い
こ
う
？
」

　　
俊
は
、
嫌
な
顔
を
し
た
。

　
そ
う
だ
と
は
、
ミ
ミ
も
わ
か
っ
て
い
た
。

　
俊
は
、
”
引
き
こ
も
り
”
な
の
だ
。

　
俊
は
、
一
人
で
、
音
楽
を
聴
き
だ
し
た
。

　
「
音
楽
…
…
好
き
？
」

　
俊
は
う
な
ず
く
。

　
そ
の
時
、

　
空
間
が
歪
ん
だ
。

　
「
あ
っ
！
」
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ミ
ミ
は
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
が
ド
レ
ス
姿
で
、
踊
る
。

　
舞
踏
会
だ
。

　　
手
に
は
、
剣
を
。

　　
「
俊
！
」

　
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
俊
を
慌
て
て
探
す
ミ
ミ
。

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
が
、
ミ
ミ
に
切
り
か
か
っ
た
。

　　
す
る
っ
…
…

　
ミ
ミ
は
、
素
早
い
動
き
で
、
攻
撃
を
か
わ
す
。

　
「
俊
ー
！
」

　
「
ミ
ミ
！
」

　
俊
が
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
に
抱
え
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
俊
！
」

　
ミ
ミ
が
叫
ぶ
。
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「
俊
を
、
放
し
て
！
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ミ
ミ
は
魔
法
の
杖
を
出
す
。

　
キ
イ
ン
…
…
！

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
攻
撃
を
杖
で
受
け
る
。

　
「
星
の
輝
き
よ
！
」

　
ミ
ミ
の
攻
撃
は
、
水
、
火
、
を
使
え
る
。

　　
今
度
は
、
火
。

　
「
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ボ
ー
ル
！
」

　
ミ
ミ
の
攻
撃
は
、
目
で
見
な
い
と
、
通
用
し
な
い
。

　
俊
、
に
は
、
通
用
し
な
い
の
だ
。

　
幻
の
、
火
が
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
を
襲
う
。

　
空
間
が
歪
ん
だ
。
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「
俊
、
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

　
俊
は
黙
っ
て
頷
い
た
。

　
ミ
ミ
は
、
ほ
っ
と
し
て
、
俊
を
抱
き
し
め
た
。
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心
開
い
て

　　
ミ
ミ
は
俊
を
気
遣
う
。

　　
ミ
ミ
の
星
に
、
俊
み
た
い
な
子
供
が
連
れ
去
ら
れ
て
来
る
か
ら
。

　
な
ぜ
か
、
俊
み
た
い
な
子
を
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
組
織
、
ド
レ
イ
カ
帝
国

は
、
集
め
て
い
る
。

　　
阻
止
し
な
け
れ
ば
…
…
俊
を
守
ら
な
く
て
は
。

　
そ
う
ミ
ミ
は
思
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
俊
、
み
か
ん
食
べ
る
？
ミ
ミ
が
む
い
て
あ
げ
る
か
ら
」

　
俊
は
う
な
ず
く
。

　
俊
は
、
少
し
ず
づ
だ
が
、
ミ
ミ
に
心
を
開
い
て
き
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
ミ
ミ
の
事
を
気
遣
う
こ
と
も
あ
る
。

　
「
ミ
ミ
、
半
分
こ
し
て
」

　
「
俊
、
ミ
ミ
に
く
れ
る
の
？
」

　
俊
は
う
な
づ
く
。

　
俊
が
、
外
へ
出
る
と
言
い
出
し
た
。

　
ミ
ミ
は
喜
ぶ
。
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「
私
に
つ
か
ま
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
」

　　
そ
う
、
ミ
ミ
は
言
っ
た
。

　　
外
へ
、

　
外
は
、
車
が
通
る
。
自
転
車
も
だ
。

　
俊
は
ゆ
っ
く
り
と
だ
が
、
前
に
進
む
。

　
「
僕
、
こ
の
道
、
前
に
歩
い
て
た
か
ら
」

　
俊
が
言
う
。

　
家
の
周
り
を
、
一
周
し
て
、

　　
帰
る
こ
と
に
…
…
、

　
と
、
そ
こ
で
、

　
空
間
が
、
歪
ん
だ
。

　
マ
ス
カ
レ
イ
ド
。
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こ
こ
は
、
そ
う
い
う
場
所
だ
。

　
ま
た
、
俊
が
い
な
い

　
「
俊
ー
！
」

　
ま
た
、
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
…
…
？

　
ミ
ミ
は
慌
て
た
。

　　
「
ミ
ミ
！
」

　
俊
が
ミ
ミ
の
所
に
駆
け
寄
っ
た
。

　
「
俊
！
よ
か
っ
た
…
…
」

　
ミ
ミ
は
俊
を
抱
き
し
め
た
。

　
少
し
赤
く
な
る
俊
。

　　
「
帰
ろ
う
、
俊
、
ミ
ミ
と
一
緒
に
」

　
う
な
ず
く
俊
。

　
ミ
ミ
は
、
魔
法
の
杖
を
使
っ
た
。
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空
間
が
歪
む
。

　
さ
っ
き
い
た
、
道
に
戻
る
二
人
。

　
「
帰
ろ
う
、
俊
」

　
俊
は
、
ミ
ミ
に
抱
き
着
い
た
。

　
「
と
、
俊
…
…
？
」

　
「
帰
ろ
う
、
ミ
ミ
」

　
そ
う
、
俊
は
言
っ
た
。
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学
校
に
い
こ
う

　　
「
俊
、
学
校
に
い
こ
？
」

　
ミ
ミ
は
、
俊
を
学
校
に
連
れ
て
行
っ
た
。

　
俊
も
、
元
気
の
出
て
き
た
こ
ろ
あ
い
に
、

　
ざ
わ
ざ
わ
、

　
小
学
校
は
に
ぎ
や
か
だ
。

　
俊
は
ミ
ミ
の
腕
に
か
き
つ
い
て
い
た
。

　
担
任
の
先
生
に
会
っ
た
。

　
静
か
な
、
女
の
先
生
だ
。

　
俊
の
事
は
、
よ
く
知
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
そ
う
だ
。

　
俊
は
学
校
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
無
理
も
な
い
こ
と
だ
。

　
し
か
し
、
早
く
俊
の
事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
ミ
ミ
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
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教
室
に
も
行
っ
た
。

　
ガ
キ
大
将
み
た
い
な
子
が
い
て
、
俊
を
構
っ
て
く
れ
た
。

　
”
い
じ
め
”
で
は
な
い
。

　
も
っ
と
、
「
俊
の
事
を
知
り
た
い
」
そ
ん
な
風
だ
っ
た
。

　
優
し
い
、
親
切
な
子
だ
っ
た
。

　
学
校
の
帰
り
道
、

　
ミ
ミ
が
聞
い
た
。

　
「
俊
、
今
日
は
良
か
っ
た
？
」

　
「
う
ん
！
」

　
俊
は
、
元
気
よ
く
、
ミ
ミ
に
言
っ
た
。

　
ミ
ミ
は
嬉
し
か
っ
た
。

　　
今
日
は
空
間
は
歪
ま
な
か
っ
た
。

　
夕
飯
を
、
一
緒
に
食
べ
た
。

　
俊
の
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
。

　
そ
し
て
、
妹
。

　
彼
ら
と
、
ミ
ミ
は
大
分
慣
れ
て
い
っ
た
。



20

　
ミ
ミ
は
、
居
候
。

　
そ
れ
を
、
両
親
は
、
許
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
ミ
ミ
は
、
こ
ん
な
い
い
家
族
で
、
俊
は
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
た
。
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一
人
の
マ
ス
カ
レ
イ
ド

 
俊
は
、
中
学
校
に
行
き
出
し
た
。

　
次
第
に
、
俊
の
口
数
も
増
え
た
。

　　
ミ
ミ
も
学
校
ま
で
は
付
き
添
う
。

　
し
か
し
、
も
う
そ
こ
ま
で
。

　
学
校
に
見
送
っ
た
後
は
、
ミ
ミ
は
帰
っ
た
。

　
俊
が
、
そ
う
し
て
く
れ
と
、

　
言
っ
た
。

　
ミ
ミ
は
嬉
し
か
っ
た
。

　
こ
れ
で
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
マ
ス
カ
レ
イ
ド
が
な
け
れ
ば
…
…
。

　
ミ
ミ
は
、
も
う
、
普
通
の
洋
服
を
着
て
い
る
。

　
俊
の
お
母
さ
ん
が
買
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　
ミ
ミ
は
あ
り
が
た
く
思
う
。
そ
し
て
、
今
日
も
洋
服
を
着
て
い
る
。

　
か
わ
い
い
服
。
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ミ
ミ
に
似
合
う
と
、
買
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　
ミ
ミ
も
、
家
事
を
手
伝
っ
て
い
る
。

　
感
謝
の
気
持
ち
だ
。

　
そ
し
て
、
学
校
が
終
わ
っ
た
。

　
迎
え
に
行
こ
う
と
、
思
っ
た
と
き
、

　　
空
間
が
、
歪
ん
だ
。

　
目
の
前
が
、
眩
む
よ
う
な
、
変
な
感
覚
。

　
俊
は
…
…
？

　
一
緒
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
舞
踏
会
に
は
い
な
い
の
か
？

　
「
俊
？
」

　
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
が
、
ミ
ミ
に
切
り
か
か
っ
た
。

　
そ
れ
を
、
魔
法
の
杖
で
、
迎
え
撃
つ
。
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カ
キ
ー
ー
ン
…
…
。

　
シ
ャ
リ
ッ
…
…
。

　
何
回
か
重
ね
あ
っ
た
。

　
ミ
ミ
は
、

　
「
星
よ
、
輝
き
た
ま
え
！
」

　
そ
う
い
う
と
、

　
「
ア
ク
ア
、
サ
イ
ク
ロ
ン
！
」

　
そ
う
叫
ん
だ
。

　
破
裂
し
て
い
く
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
。

　
そ
し
て
、
世
界
か
ら
、
解
き
放
た
れ
た
。

　
「
ミ
ミ
！
」
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「
…
…
俊
？
」

　
俊
は
、
目
の
見
え
な
い
代
わ
り
に
、
匂
い
で
わ
か
る
。

　
俊
は
、
倒
れ
て
い
た
、
ミ
ミ
を
必
死
で
、
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
「
俊
、
ご
め
ん
ね
。
ミ
ミ
、
大
丈
夫
だ
か
ら
」

　
俊
は
泣
い
て
い
た
。

　
ミ
ミ
は
、
俊
を
抱
き
し
め
た
。
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い
じ
め

　
俊
が
、
怪
我
を
し
て
帰
っ
て
き
た
。

　
ミ
ミ
は
驚
い
て
聞
く
。

　
「
ど
う
し
た
の
？
」

　
す
る
と
、
俊
は
泣
き
出
し
た
。

　　
…
…
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

　
俊
が
、
ク
ラ
ス
の
子
に
突
き
飛
ば
さ
れ
た
の
だ
。

　
明
ら
か
に
、
「
悪
意
」
が
あ
っ
た
か
、

　
ク
ラ
ス
の
子
ら
は
、
「
あ
っ
た
」
子
と
、
「
な
か
っ
た
」
子
の
二
手
に
分
か

れ
た
。

　　
し
か
し
、
悪
意
は
な
い
よ
う
で
、
あ
っ
た
の
だ
。

　
明
ら
か
な
、
悪
意
で
は
な
い
の
か
。

　
そ
の
子
は
、
名
前
を
、
守
君
と
言
う
。

ま
も
る

　　
そ
の
子
は
、
俊
を
、
じ
っ
と
見
て
い
た
と
い
う
。

　
な
に
を
、
そ
ん
な
に
見
て
い
た
の
か
…
…
？

　
そ
れ
は
、
分
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
俊
は
言
っ
た
。
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「
電
流
の
流
れ
る
も
の
を
、
腕
に
当
て
ら
れ
て
い
た
」
と
、

　
悪
意
は
、
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
学
校
で
は
、
俊
は
言
わ
な
い
の
で
、
真
相
は
謎
に
包
ま
れ
た
。

　
「
ミ
ミ
と
、
守
君
に
言
い
に
行
こ
う
か
？
」

　　
そ
う
い
う
が
、
俊
は
、
絶
対
に
や
め
て
と
、
強
く
拒
否
し
た
。

　
ミ
ミ
は
、
俊
を
心
配
す
る
。

　
が
、
俊
は
、
次
第
に
友
達
を
作
っ
て
い
っ
た
。

　
「
俊
、
よ
か
っ
た
ね
」

　
ミ
ミ
は
、
心
か
ら
嬉
し
そ
う
だ
。

　
次
元
が
歪
む
事
は
、
最
近
な
い
。

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
事
は
、
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
だ
。

　
し
か
し
、
俊
に
、
何
を
し
よ
う
と
も
、

　
ミ
ミ
は
、
俊
を
守
る
。
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そ
う
思
っ
て
い
た
。

　



28

守
君

 
守
君
を
見
に
、
ミ
ミ
が
学
校
に
行
っ
た
。

　
担
任
の
先
生
に
よ
る
と
、

　
守
君
は
、
あ
ん
ま
り
他
の
子
と
も
う
ま
く
や
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。

　
「
あ
ん
ま
り
、
彼
を
責
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
、
先
生
は
言
っ
た
。

　
ミ
ミ
も
、
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
教
室
に
行
く
と
、
守
君
が
、
俊
を
い
じ
め
て
い
た
。

　
あ
の
、
電
流
を
流
す
と
い
う
機
械
を
俊
に
当
て
て
い
る
。

　
「
俊
！
」

　
ミ
ミ
は
慌
て
て
駆
け
寄
る
。

　
「
わ
ー
い
、
女
に
守
ら
れ
て
や
ん
の
ー
」

　
そ
う
言
う
と
、
守
君
は
あ
っ
か
ん
べ
ー
を
し
た
。

　
「
ぼ
、
僕
は
、
守
ら
れ
て
な
ん
か
っ
…
…
」

　　
俊
は
泣
き
出
し
た
。
　

　
「
こ
ら
っ
！
守
！
俊
に
謝
れ
！
」

　
ガ
キ
大
将
の
、
一
括
で
、
な
ん
と
か
、
こ
の
場
は
収
ま
っ
た
。

　
が
、
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俊
は
、
そ
の
後
、
守
君
の
事
を
、
気
に
し
だ
す
。

　　
守
君
と
の
別
れ
も
、
知
ら
ず
。
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開
眼

　
学
校
へ
、

　
ミ
ミ
も
つ
い
て
行
っ
た
。

　
俊
は
、
「
離
れ
て
」
と
言
っ
た
の
で
、
ミ
ミ
は
遠
目
で
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
私
、
帰
る
わ
ね
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ミ
ミ
は
学
校
を
後
に
し
よ
う
と
し
た
、

　
そ
の
時
、

　
！
？

　
す
べ
て
が
暗
黒
に
包
ま
れ
た
。

　
ミ
ミ
は
立
ち
す
く
む
。

　
し
か
し
、
俊
の
事
を
思
っ
た
。

　
「
俊
！
」

　
「
ミ
ミ
！
」

　
俊
が
、
ミ
ミ
の
所
に
駆
け
寄
っ
た
。

　　
俊
も
、
こ
の
世
界
に
い
る
よ
う
だ
。

　　
「
は
や
く
こ
こ
か
ら
、
出
よ
う
」

　
俊
が
言
う
。
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「
え
え
」

　
と
、
ミ
ミ
。

　
そ
こ
に
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
、
人
が
寄
っ
て
き
た
…
…
。

　
背
は
低
い
。

　
ミ
ミ
が
そ
れ
に
、
魔
法
の
杖
を
か
ざ
し
た
。

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
の
仮
面
が
割
れ
た
。

　
「
！
？
」

　
そ
れ
は
、

　
「
守
君
！
」

　　
ミ
ミ
が
駆
け
寄
る
。

　
倒
れ
た
守
君
を
、
俊
が
抱
き
か
か
え
た
。

　
「
守
君
！
ど
う
し
て
…
…
？
」

　
俊
が
言
う
。

　
「
僕
、
人
に
…
…
仮
面
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
…
…
」

　
ご
ふ
っ
…
…

　
血
を
吐
く
守
君

　　
「
い
じ
め
て
…
…
ご
め
ん
な
、
俊
…
…
く
」
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守
君
の
幼
い
手
が
、
力
を
失
っ
た
。

　
「
守
君
！
」

　
も
う
、
動
か
な
い
、
そ
の
、
う
つ
ろ
な
目
。

　
俊
は
、
守
君
の
、
顔
が
見
た
い
。

　
そ
う
思
っ
た
。

　
悔
し
が
る
、
俊
。

　
「
く
っ
そ
ー
ー
！
」

　　
光
が
…
…

　
俊
に
、
光
が
、
そ
そ
ぐ
。

　
俊
は
目
を
開
け
た
。

　
「
俊
！
」

　
「
ミ
ミ
…
…
君
の
顔
が
」

　
や
っ
と
…
…
見
え
た
、
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ミ
ミ
の
星

 　
「
俊
！
見
え
る
の
？
見
え
る
の
ね
？
」

　
ミ
ミ
が
俊
の
肩
を
持
つ
。

　
「
う
ん
！
ミ
ミ
、
君
っ
て
可
愛
い
な
」

　
ミ
ミ
は
、
そ
の
言
葉
に
照
れ
る
。

　　
「
守
君
は
！
？
」

　
俊
が
、
そ
う
言
っ
て
、
守
君
を
見
た
。

　
守
君
は
も
う
、
す
で
に
息
絶
え
て
い
た
。

　
「
…
…
く
そ
う
」

　
俊
が
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。
そ
し
て
、
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
め
！
僕
が
相
手
だ
！
か
か
っ
て
こ
い
！
」

　
そ
う
、
叫
ん
だ
俊
を
、
ミ
ミ
は
ド
キ
ド
キ
し
て
見
つ
め
た
。

　
「
と
、
俊
…
…
」

　
辺
り
は
、
眩
し
く
な
り
、
舞
踏
会
が
始
ま
っ
た
。

　
俊
は
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
に
、
怒
り
の
鉄
槌
を
か
ま
し
た
。

　　
ど
ん
っ
！

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
は
、
煙
を
出
し
て
、
消
滅
し
た
。

　
「
こ
い
！
僕
が
全
員
倒
し
て
や
る
！
」

　
俊
は
そ
う
吠
え
た
。
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ミ
ミ
は
魔
法
の
杖
で
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
を
突
く
。

　　
シ
ャ
ー
ー
ン
！

　
綺
麗
な
音
を
出
し
て
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
は
消
滅
し
た
。

　
「
俊
！
貴
方
は
目
を
つ
む
っ
て
！
」

　
そ
の
声
に
、
俊
は
目
を
つ
む
っ
た
。

　
「
ア
ク
ア
・
サ
イ
ク
ロ
ン
！
」

　
幻
影
の
水
が
波
を
立
て
る
。

　
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
は
消
え
て
い
く
。

　
空
間
が
歪
む
。

　
「
こ
こ
は
…
…
？
」

　
そ
こ
は
、
森
の
中
。

　
「
俊
…
…
」

　
ミ
ミ
は
、
目
を
見
開
い
て
言
っ
た
。

　
「
こ
こ
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
に
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
、
私
の
星
…
…
」
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強
く
…
…

 　
森
の
中
、
辺
り
は
暗
い
。

　
ミ
ミ
は
、
俊
に
、

　
「
こ
の
世
界
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
の
」

　
と
言
っ
た
。

　
「
僕
、
目
が
見
え
る
の
に
、
こ
ん
な
光
景
、
見
た
く
な
い
」

　
「
俊
、
は
っ
き
り
見
え
て
る
の
？
」

　
俊
は
こ
っ
く
り
と
、
う
な
ず
い
た
。

　
「
僕
、
５
歳
で
、
毒
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
」

　
「
そ
う
な
の
…
…
」

　
ミ
ミ
は
、
俊
の
頭
を
撫
ぜ
た
。

　
「
僕
、
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
を
倒
し
た
い
」

　
「
俊
…
…
」

　
ミ
ミ
は
感
動
し
た
。

　
俊
は
こ
ん
な
に
も
頑
張
っ
て
い
る
。

　
「
ど
こ
に
行
け
ば
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
に
会
え
る
の
？
」

　
ミ
ミ
は
ゆ
っ
く
り
と
、

　
「
…
…
こ
の
ま
ま
、
森
は
出
な
け
れ
ば
」

　
「
そ
う
な
ん
だ
」

　　
ミ
ミ
と
、
俊
は
、
歩
い
た
。

　
こ
の
世
界
は
悲
し
す
ぎ
る
。

　
そ
う
、
二
人
と
も
思
っ
て
い
た
。
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ミ
ミ
は
、
魔
法
の
杖
を
出
し
た
。

　
ポ
ウ
…
…

　
魔
法
の
杖
の
先
が
光
っ
た
。

　
「
こ
れ
で
、
少
し
は
…
…
」

　
明
る
い
気
分
に
…
…
。

　
そ
う
、
ミ
ミ
は
思
っ
て
い
た
。

　
「
も
う
、
僕
は
大
丈
夫
、
ミ
ミ
、
僕
は
強
く
な
る
よ
」

　
「
俊
…
…
」

　
ミ
ミ
は
俊
の
手
を
取
っ
た
。

　
「
行
こ
う
、
ミ
ミ
」

　
俊
は
そ
う
、
言
っ
て
、
ミ
ミ
の
手
を
強
く
握
り
返
し
た
。
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黒
マ
ン
ト
の
男

　
「
こ
こ
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
」

　
ミ
ミ
が
言
っ
た
。

　
「
え
？
」

　
俊
は
ミ
ミ
の
方
を
見
た
。

　
「
こ
の
、
建
物
、
時
空
が
歪
ん
で
い
る
」

　
そ
の
家
に
入
る
二
人
。

　
空
間
が
歪
む
…
…
、

　
舞
踏
会
の
会
場
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
…
…
、

　
「
出
て
こ
い
！
ス
イ
ー
タ
ー
マ
ン
！
」

　
俊
が
叫
ぶ
。

　
静
ま
り
か
え
っ
た
、
会
場
に
、
不
気
味
な
声
。

　
「
ひ
ひ
ひ
…
…
俊
…
…
お
前
、
目
が
見
え
た
か
…
…
計
画
通
り
だ
」

　
「
計
画
…
…
？
何
の
こ
と
だ
！
」

　
俊
が
そ
の
声
に
お
じ
け
づ
か
ず
に
、
叫
ん
だ
。
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「
と
し
…
…
お
前
は
、
勇
気
が
で
き
た
だ
ろ
う
？
」

　
「
…
…
？
」

　
「
そ
れ
を
、
打
ち
砕
く
…
…
ひ
ひ
ひ
」

　
「
な
っ
…
…
な
に
を
…
…
」

　
俊
が
そ
う
言
う
と
、
ミ
ミ
が
俊
を
手
で
制
し
た
。

　
「
貴
方
た
ち
の
企
み
は
、
な
に
？
」

　
「
ひ
ひ
ひ
、
私
た
ち
の
望
み
は
…
…
」

　
黒
い
マ
ン
ト
の
男
が
出
て
き
た
。

　
「
世
界
を
暗
黒
に
…
…
希
望
も
な
く
…
…
絶
望
す
る
、
ひ
っ
ひ
っ
ひ
」

　
「
俊
…
…
」

　
ミ
ミ
は
俊
に
し
が
み
つ
い
た
。

　
「
ミ
ミ
？
」

　
「
怖
い
…
…
俊
は
？
怖
く
な
い
の
？
」

　
「
う
ん
、
僕
は
大
丈
夫
だ
、
ミ
ミ
」

　
俊
は
、
そ
う
言
う
と
、
キ
ッ
、
と
黒
マ
ン
ト
の
男
を
見
た
。

　
「
僕
が
、
お
ま
え
を
倒
し
て
、
終
わ
り
に
し
て
や
る
！
」
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決
闘

　
「
逃
げ
よ
う
！
俊
」

　
そ
う
言
う
ミ
ミ
に
、
俊
は
、

　
「
こ
こ
で
決
着
を
つ
け
る
」

　
「
俊
…
…
？
」

　
ミ
ミ
に
俊
は
優
し
く
微
笑
ん
だ
。

　
「
ミ
ミ
、
魔
法
の
杖
を
貸
し
て
」

　
「
俊
！
貴
方
ま
さ
か
、
戦
う
の
？
」

　
俊
は
大
き
く
頷
い
た
。

　
ミ
ミ
は
俊
の
前
に
立
っ
て
、
通
せ
ん
ぼ
を
し
た
。

　
「
ミ
ミ
が
、
教
え
て
く
れ
た
。
優
し
さ
と
強
さ
を
」

　
「
俊
！
あ
の
黒
マ
ン
ト
の
男
は
…
…
貴
方
の
思
っ
て
る
よ
り
」

　
「
君
の
し
て
い
た
よ
う
に
…
…
僕
も
戦
う
」

　
「
だ
め
！
俊
！
」

　
ミ
ミ
は
俊
を
抱
き
し
め
た
。

　
「
ミ
ミ
…
…
君
を
…
…
守
り
た
い
ん
だ
」

　
ミ
ミ
の
瞳
か
ら
涙
が
…
…
、

　
「
俊
…
…
」

　
「
杖
を
、
ミ
ミ
」

　
俊
に
杖
を
渡
す
ミ
ミ
。

　
「
必
ず
返
す
よ
」
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「
俊
…
…
」

　
俊
は
、
キ
ッ
と
黒
マ
ン
ト
の
男
を
見
た
。

　
「
お
前
、
名
前
は
？
」

　
「
私
は
、
タ
イ
バ
ー
」

　
「
タ
イ
バ
ー
！
勝
負
だ
！
」

　
俊
は
魔
法
の
杖
を
ピ
タ
ッ
と
、
タ
イ
バ
ー
に
向
け
た
。

　
「
ひ
ひ
ひ
、
返
り
討
ち
に
し
て
や
る
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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